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　私がこの会社に入社し、ＣＥとして働き始

めてから今年で3年目になります。

　まだわからないことも多く、なかなか思う

ように作業を進められないような日もあり、

まだまだ学ぶことだらけの毎日です。

　そんな私ですが、今でも心の支えになって

いる出来事があります。

　それは1年目、新入社員研修が終了し配属

されてしばらくしてからの時でした。

　その日の作業は先輩との同行で、行先は住

宅街に佇む一軒家、受付内容はカラープリン

ターでうまく印刷ができず用紙が詰まってし

まうというものでした。

　工具類や部材を社用車に積み込み、先輩の

運転で事務所を出発。そのプリンタ自体は私

も何度かＯＪＴ等のタイミングで触った経験

があり、支障にならない程度に作業をやらせ

てもらおうと思いながら現地へ到着、玄関に

てお客様が出迎えてくださりましたが表情か

ら不安や焦りを感じられました。

　一刻も早くお客様を安心させたいという思

いと緊張の中で作業を開始しましたが、作業

に入ってすぐ故障の原因は給紙ローラーの摩

耗によるものだとわかり、先輩にも確認して

いただいてから交換に取り掛かりました。

　私が一連の作業をしている最中に先輩がお

客様への作業説明や問診をしてくださってい

たことでスムーズに作業が進められました。

無事に交換作業が終わり、動作確認のために

3回にかけてテスト動作実行。3回とも正常

に用紙が搬送、印字されて出てきたのを見て

緊張がゆっくりとほぐれていく感覚を覚えな

がら先輩に報告し、「いい感じ、いけそうだね」

と確認をいただいてから完了報告のためお客

様のもとへ伺いました。

　その際にお客様がほっとした表情で口にさ

れた「本当にありがとうございます」の一言

は、当時の私にとってとても大きく重たい、

そして温かいものに感じられました。現場か

ら引き上げ、帰社する際に車内で先輩から労

いの言葉もいただいたことも嬉しい思い出で

す。

　昨今ではデジタル化が進み、様々なものが

電子化されていく傾向にあります。それに伴

いあらゆるものが姿かたちを変え、変革して

いく世の中です。作業報告書や手順書、通知

文書などの重要な書類もパソコン1台あれば

完結してしまう、そんな時代でも変わらず大

切にされているものがあります。

　それは感謝の気持ち、そしてそれを表す言

葉です。

　作業終了時にサインをいただく際、ありが

とうございましたの一言をいただくだけでも

達成感が何倍にも大きくなります。仕事で失

敗してしまい落ち込んでしまったときも、お

客様からいただいた「ありがとう」の一言を
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思い出すだけでグッと立ち直る活力になりま

す。

　ありがとうの言葉は文字数にするとたった

の5文字ですが、その5文字には無限大のエ

ネルギーが含まれているのだと思います。

　そういった「ありがとう」に秘められたエ

ネルギーを無駄にすることのないように努め

るのみならず、私自身も周りに感謝のエネル

ギーを与えられるよう、日頃からたくさんの

ありがとうを口にできるよう過ごしていきま

す。

　

　

― 72 ―


